
135

学習者の体育授業過程に伴う活動強度の時間的経緯と

活動量の授業記録

－体育授業のゴール型ゲームにおける

活動量と活動パターンの関係－

森　悟 *
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Ⅰ．目的

小学校中学年の体育では、「活動を工夫して運動を楽しくできるようにするとともに、その基本的な
動きや技能を身に付け、体力を養う」ことを目標の一つとしている 1）。「体力を養う」は、運動を楽し
く行い、活発に運動を行っていく中で、体力の向上を図っていこうとするものである 1）。
近年、子どもの体力低下が指摘されてきたが、体育授業においても子どもの体力向上を図ることが大

切である。体力向上に関与する直接的な要因は学習者の運動量である。体育授業において、子どもが精
一杯活動して、授業時間の運動量が多くなるような授業展開を図ることが望まれる。
学習者全員の運動量を体育授業時間において知ることは困難である。そこで本研究では、歩数計を用

いて累積歩数（歩）から活動量を評価した。その上で、これまでの研究報告に基づく歩数計法 2）3）を用い
ることにより、歩数計値（歩 /分）を経時的に記録して体育授業時の授業過程に伴う学習者の活動強度を
把握した。歩数計値（歩/分）は、酸素摂取量、METS（kcal/kg/時）およびエネルギー消費量（kcal/kg/分）
との間にそれぞれ有意な相関関係が得られている 2）4）5）。このことから、歩数計値（歩 /分）は、運動強
度または活動強度を表す指標となる。歩数計法を用いることにより、体育授業の累積歩数（歩）から量的
な評価と活動強度を表す歩数計値（歩 /分）から質的な評価をした。また、授業時間に占める各歩数計値
（歩 /分）の分布を求めて活動パターンの評価を行い 6）7）8）9）、活動量との関係を検討した。
一方、バスケットボールなどのゲームは、比較的活動量も多く、体育授業においても子どもたちは積極

的に取り組むことのできる領域である。得点が入るたびにゲームで競い合う楽しさやチームで協力するこ
との良さを学習する教材でもある。小学校中学年の体育授業では、バスケットボールの基礎となるゴール
型ゲームを取り扱うが、ゴール型ゲームの中からポートボールを教材として本研究では取り上げた。
そこで本研究では、小学校中学年の体育授業におけるゴール型ゲーム（ポートボール）の教材を対象と
して、子どもの体力を養う観点から体育授業時における学習者の活動量について検討し、体育授業にお
ける学習者の活動量と活動パターンの関係について明らかにすることを目的とした。また、学習者が授
業において進んでゲームに取り組むことができたか、楽しく運動を行うことができたか、などを評価す
るとともに、活動量との関連性についても検討を行った。
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Ⅱ．方法

1．対象
体育授業での対象は、小学校 3 年生 1 クラスの男子 26 名と女子 13 名の計 39 名であった。
2．測定方法
1 ）ゴール型ゲーム教材の体育授業
対象とした授業では、ゴール型ゲーム（ポートボール）を教材として、T1、T2 の 2 名の教師が指導を

行った。
ポートボールの体育授業の単元指導計画は、9 時間であった。単元の目標は、次の通りであった。（ 1）
ルールを守り、互いに協力してゲームを行い、勝敗を素直に認めようとする。（ 2）チームで簡単な作戦
を立てて、楽しくゲームをすることができる。（ 3）パスをしてボールをつないだり、シュートをしたり
するなどの技能を身につけて、ゲームをすることができる。
本時は、 9 時間のうち、 7 時間目であった。本時の目標は、次の通りであった。（ 1）互いに協力して、

進んでゲームに取り組もうとする。（ 2）チームに合った作戦を選んで、ゲームに生かすことができる。（ 3）
パスをしてボールをつないだり、シュートをしたりするなどの簡単な技能を身に付けることができる。
体育授業の前半は、準備運動とパスアンドランをして補強運動を行った。後半はポートボールの練習

ゲームであった。
本授業のポートボールは、10 チームで行うゴール型ゲームである。 1 チーム 4 人で行った。体育館

のバスケットボールコート 2 面のうち、1 面の半分を 1 コートとした。1 回のゲームを同時に 8 チー
ムが 4 コートで行い、 2 チームの 8 名が分担して審判と得点係を行った。ゲームの前には、チーム
で工夫した対面パス、三角パス、移動パスを練習した。その後、ゲームの作戦を確認した。 1 回のゲー
ムは 3 分間で各コートにつき 4 回ゲームを行った。ゲーム後、チームごとに集合して、作戦の振り返
りとパスがうまく出せたかについて反省をした。
授業時のまとめでは、チームの良かったところ、がんばって取り組めたことを発表させて、仲間の良

さや努力を認め合う態度などについて学習の振り返りを行った。また、（ 1）お互いに協力して、練習し
たり、ゲームをしたりしようとしていたか、（ 2）チームでゲームの反省をしたことが、次のゲームに生
かすことができたか、（ 3）パスやシュートを使って、ゲームをすることができたか、以上の 3 点につい
ても学習カードなどに記録した。
2）歩数計法と測定項目
歩数計法 2）3）4）5）を用いて、歩数計値（歩 /分）を経時的に測定して、体育授業過程に伴う学習者の活
動強度を経時的に測定した（図 1）。測定は、授業時間の 45 分間とした。測定した項目は、A：累積歩
数からみた体育授業の活動量、B：各歩数計値（歩 /分）の度数分布（％）からみた活動パターン（図 1）、C：
歩数計値（歩 /分）からみた活動強度の最大値、であった（図 1）。
また、体育授業時間に対する各歩数計値（歩 /分）の割合（％）は、 0 歩 / 分、 1 ～ 49 歩 / 分、50 ～

89 歩 / 分、90 ～ 119 歩 / 分、120 ～ 200 歩 / 分までの 5 段階に区分して演算処理をした。
歩数計値（歩 /分）の表す活動内容として、 0 歩 / 分のときは、主に話を聞いたりして、静止してい

る状態を表す。 1 ～ 49 歩 / 分のときは、主に、立ったり､座ったりする動作などが含まれる活動を表す。
50 ～ 89 歩 / 分と 90 ～ 119 歩 / 分は、歩く動作が含まれる活動であり、器具を運び移動する活動も含
まれると考えられる。120 ～ 200 歩 / 分は、主運動などで素早く歩いたり、走ったりする活動が含まれ
ると推察される。
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図 1．歩数計法を用いた学習者 1 名の体育授業における活動量、活動パターン、及び、
活動強度の最大値を記録した例

A：累積歩数からみた活動量、
B：各歩数計値（歩 /分）の度数分布（％）からみた活動パターン、
C：歩数計値（歩 /分）からみた活動強度の最大値 

3 ）アンケート調査項目
授業終了後、アンケートにより「積極性」、「協力性」、「楽しさ」、などについて 5 段階の自己評価をさせた。
4）分析項目
主な分析は、体育授業時間における学習者の活動量（図 1：A）と活動パターン（図 1：B）の関係、体
育授業時間の活動強度の最大値（図 1：C）と活動量（図 1：A）の相関関係である。また、活動量とアン
ケート調査項目との相関関係である。
5）統計解析
統計処理ソフトSPSS Statistics（IBM社製）のVer.19. 0. 0を用いて、得られたデータの統計処理を行っ

た。各測定項目の値は、平均値±標準偏差（± S.D.）で表した。相関係数の統計上の有意水準は、 5％未
満とした。

Ⅲ．結果

1．体育授業過程に伴う活動強度の時間的経緯と活動量
図 2 は、活動強度の指標となる歩数計値（歩 /分）を経時的に測定して、体育授業過程に伴う学習者
3 名の活動強度の時間的経緯を記録したものである。 3 名の学習者の累積歩数は、図の上から 3,335 歩、
中央の図が 2,773 歩、下の図が 2,420 歩であった。
体育授業における累積歩数からみた活動量は、女子の平均（± S.D.）が 2,323.0（± 499.6）歩であり、男
子の平均（± S.D.）が 2,502.1（± 457.1）歩であった。体育授業時における男子と女子の累積歩数の平均値
の間には、有意差は認められなかった。
体育授業における累積歩数からみた活動量は、男女の平均（±S.D.）にして2,442.4（±472.8）歩であった。
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図 2．体育授業過程に伴う歩数計法を用いた学習者 3名の活動強度の時間的経緯と活動量

2．体育授業時間における学習者の活動量と活動パターンの関係
1 ）体育授業の学習者の活動強度の分布
図 1 は、体育授業時間における学習者 1 名の活動量と活動パターンの例を表したものである。
各歩数計値（歩 /分）を 5 段階の活動強度別に区分した活動時間が、授業時間に対してどれだけの割

合（％）を占めているかを表した。
対象とした学習者 1 名の例では、授業時間に占める歩数計値（歩 / 分）が 0 歩 / 分である割合は

15.4％であり、授業時間に静止している状態が少なく、残りの 84.6％の時間は移動や運動をしていたと
いえる。立ったり、座ったりする動作を含む活動の 1 ～ 49 歩 / 分は、35.2％（255 歩）であった。歩く
活動の50～119歩/分は40.7％（1,243歩）であり、速歩きや走ったりする活動の120～200歩／分が8.8％
（818 歩）であったといえる。
2）体育授業時間における学習者の活動量と活動パターンの関係
図 3 は、体育授業時間における学習者（1 クラス、39 名）の活動量と活動パターンの関係を表したも
のである。
授業時間における活動量と各歩数計値の割合（％）との間には、累積歩数が多いほど、安静を表す 0
歩 /分である割合と 1 ～ 49 歩／分の割合が少なくなっていた。一方、累積歩数が多いほど、活動状態
を示す 90 ～ 119 歩 / 分と 120 ～ 200 歩 / 分の占める割合は多くなっていた。歩数計値 50 ～ 89 歩／分
の割合は、累積歩数が多くなっても、ほぼ一定の割合（約 20 ～ 30％）であった。
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図 3．体育授業時間における学習者の活動量と活動パターンの関係

3）体育授業時間における学習者の活動量と活動パターンの相関関係
図 4 は、体育の授業時間における学習者（1 クラス、39 名）の活動量と活動パターンの相関関係を
表したものである。体育授業時の累積歩数からみた活動量は、静止状態を示す 0 歩 / 分と 1 ～ 49 歩
/ 分の活動時間との間には負の相関が認められ、よく動いている活動を示す 90 ～ 119 歩 / 分と 120 ～
200 歩 / 分の活動時間との間には正の相関が認められた。

( / )  

図 4．体育授業時間における学習者の活動量と活動パターンの相関関係
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3．学習者の体育時間における活動強度の最大値と活動量の関係
図 5 は、体育授業時間における歩数計値の最大値（歩 /分）と授業時間の累積歩数との相関関係を表
したものである。授業時間の歩数計値の最大値（歩 /分）は、授業時間の累積歩数との間に、統計的に有
意な相関が認められた（r=0.536，n=39，p<0.001）。
このことから、体育授業時の学習者の活動量を多くするには、活動強度の最大値を大きくすることが

重要であることが明らかとなった。

( / )  図 5．体育授業時間における歩数計値の最大値（歩 /分）と授業時間の累積歩数との相関関係

4．体育授業における活動量と授業後のアンケート調査 5 段階評価点との関係
体育授業の 5 段階評価点の平均（± S.D.）は、「積極性」が 4.4（± 0.9）点、「協力性」が 4.5（± 0.9）点、

「楽しさ」が 4.5（± 0.9）点であった。学習者の「積極性」、「協力性」、および「楽しさ」の自己評価点は
高い結果であった。
「協力性」と「積極性」の間には、相関係数 r=0.555 の統計的に有意な相関が認められた（p<0.001）。
「楽しさ」は、「協力性」の間に相関係数 r=0.360（p<0.001）、「積極性」の間に相関係数 r=0.738（p<0.001）
の統計的に有意な相関がそれぞれ認められた。ポートボール授業では、積極的に授業に取り組むことが、
「協力性」につながり、「楽しさ」に関係することを表しているといえる。しかし、累積歩数は、「楽しさ」
の間に相関係数 r=0.224（p=0.171）であり、統計的に有意な相関は認められなかった。ポートボール授
業に積極的に協力して取り組んでいても、本研究の授業時には必ずしも累積歩数の増加につながるとは
いえなかった。

Ⅳ．考察

1．体育授業の活動量
小学校、中学校の体育授業における累積歩数からみた活動量についての報告が行われている 10）11）12）。

小学校の授業時間を 45 分とすると、これまでに報告された累積歩数からみた体育授業時の活動量は、次
のとおりである。本研究の対象の小学校中学年（3 年生）と同年齢の場合を比較すると、サッカー教材に
おいて、男子が 2,984 歩と女子が 3,055 歩と報告されている 10）。バスケットボール教材においては、5 年
生で男子が 3,424 歩と女子が 3,295 歩、 6 年生で男子が 2,917 歩と女子が 2,996 歩と報告されている 10）。
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本研究のゴール型ゲーム（ポートボール）の場合で、2,442.4 歩であった。本研究の授業は補強運動などを
付加して活動量を多くする授業展開であったが、これまで報告されたバスケットボール教材 5 年生の約
3,400 歩と比べて若干少なかった。
2．体育授業時における活動量と活動パターンの関係
3 Mets 以上の運動強度に相当する歩数計値（歩 /分）は、91-120（歩 /分）と 121-200（歩 /分）である 5）。

体育授業時における累積歩数が多いほど、活発に動いていることを表す90～119（歩/分）と120～200（歩
/分）の占める割合は多くなっていた（図 3）。体育授業時の累積歩数からみた活動量は、 3Mets 以上
の強度に相当する 90 ～ 119（歩 /分）と 120 ～ 200（歩 /分）の活動時間との間にはそれぞれ正の相関
が認められた（図 4）。 3 Mets 以上の運動強度に相当する活動は、主に、歩いたり、走ったりする活動
を多く含むものである。本研究のゴール型ゲーム（ポートボール）の体育授業において、パスアンドラン
をして補強運動を行ったことやゲームにおいてパスやシュートを使ってゲームをしたことが 3Mets 以
上の運動強度に相当する活動を増加させて、累積歩数を多くすることに繋がったものと考えられる。つ
まり、活動量の多い学習者は、補強運動やゲームにおいて 3Mets 以上の運動強度が多い活動パターン
であったといえることになる。
3．体育授業時における活動強度の最大値と活動量との関係
ゴール型ゲーム（ポートボール）体育授業時における歩数計値の最大値（歩 /分）が大きいと学習者の活

動量も多くなる関係が認められた（図 5）。これまで筆者らは、体育授業時における活動強度の最大値
と活動量との関係について報告してきた。大学体育授業時におけるバレーボール教材 13）、バドミント
ン教材 13）14）で、体育授業時における歩数計値の最大値（歩 /分）と活動量との間に相関関係が認められ
ている。
他方、体育授業時の心拍数を測定した結果からも、最高心拍数が高い授業ほど授業全体の活動量が多

くなることが報告されている15）。体育授業時において最も活動強度が大きくなるのは、球技においてゲー
ムを行っている時が多い。学習者がゲームに夢中になって活動している授業ほど、授業全体の活動量も
多くなることが推察される。
授業者は学習者がゲームで精一杯活動できる授業展開を計画し、一時的に高い活動強度に達するよう

な授業過程を工夫することが重要であることが示唆されたといえる。
4．ゴール型ゲーム（ポートボール）体育授業における5段階評価点と活動量の関係
小学校の体育授業では、運動を楽しく行い、基本的な動きを身に付けて、体力を養うことを目標とし

ている 16）。本研究の学習者は、「積極性」、「協調性」、および「楽しさ」の自己評価点は高い結果であっ
た。ゴール型ゲームのポートボール教材の持つ運動の特性が、積極性、協力性、楽しさを培う評価に結
びついていたといえる。しかし、「積極性」、「協力性」、「楽しさ」は、活動量との間には、必ずしも有
意な相関は認められなかった。相関が認められなかった理由は、運動が苦手な子や体育があまり好きで
ない子が授業においては活発に活動できなくても、ゴール型ゲームのポートボール教材が持つ運動の特
性によって積極的、協力的に授業に取り組むことにより、運動の楽しさを学習できたことに因るものと
考えられる。
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Ⅴ．まとめ

小学校の体育授業では、各種の運動を楽しく行い、基本的な動きを身に付けて、体力を養うことを目
標としている。体育授業において、子どもの体力低下を改善するためには、体育授業時の学習者の活動
量の評価も行い、体力を養う観点から授業過程を工夫することが求められる。そこで本研究では、小学
校体育授業におけるゴール型ゲーム教材を取り上げ、学習者の活動量と活動パターンとの関係を検討す
ることを目的とした。
小学校中学年の体育授業におけるゴール型ゲーム（ポートボール）を教材として小学校 3 年生の男子
26 名と女子 13 名の計 39 名を対象にした。歩数計法により歩数計値を経時的に測定し、体育授業時の
累積歩数から活動量を求めた。各歩数計値（歩 /分）の割合（％）から、授業時間に占める活動強度の分布
を算出して、活動パターンを分析した。また、学習者の活動量と体育授業時における活動強度の最大値
との関係、学習者の活動量と授業評価との関連性についても検討した。
その結果、以下のことが明らかになった。
1）ポートボール体育授業時の累積歩数の平均（± S.D.）は、2,442.4（± 472.8）歩であった。
2）ポートボール体育授業における 3Mets 以上の運動強度に相当する 91-120 歩 / 分と 121-200 歩 /
分の各歩数計値の割合（％）は、授業時の累積歩数との間に統計的に有意な正の相関が認められた。

3）ポートボール体育授業における歩数計値（歩 /分）の最大値と累積歩数の間には、正の相関が認め
られた（r=0.536，n=39，p<0.001）。ポートボール体育授業では、一時的に活動強度の最大値が大
きいと授業全体の活動量も多くなる関係が認められた

4）ポートボール体育授業時の累積歩数は、「積極性」、「協力性」、「楽しさ」の自己評価点との間には、
いずれも有意な相関は認められなかった

以上のことから、授業者には学習者がゲームに夢中になって運動できる授業展開を計画し、一時的に
高い活動強度になるような授業過程の工夫と実践をすることが体力を養う指導の観点からは重要である
ことが示唆された。

Ⅵ．文献

1 ） 文部科学省（2011）：小学校学習指導要領解説　体育編，4版，東洋館出版社，37
2 ） 星川保，豊島進太郎（1994）：ペドグラム－歩数の経時的記録－の開発，平成 4 ･ 5 年度文部省科学
研究（一般 c）報告書，1-16

3 ） 星川保，豊島進太郎，森 悟，森奈緒美，池上康男（1992）：アクトグラムの体育授業研究への応用－ 
授業時身体活動経過の記録法の開発－，体育学研究，37-1 : 15-17

4 ） 星川保，森 悟（1995）：無線方式酸素摂取量測定装置（K 2）を用いた歩数計歩数のカロリメトリッ
クス－ 1 万歩の消費カロリー－，臨床スポーツ医学，12-9 : 1053-1059

5 ） 森 悟（2011）：歩数計法を用いた歩運動におけるエネルギー消費量の推定式，ウォーキング研究，15 
: 111-115

6 ） 星川保，水谷四郎，森　悟（1995）：高齢者の日常身体活動量と身体活動パターンについて－ペドグ
ラムの分析から－，体育科学，23 : 141-150

7 ） 森 悟（2010）：体育専攻学生を対象にした日常身体活動量と活動パターンの特徴，ウォーキング研究，
14 : 183-189



143

東海学園大学教育研究紀要　第 2 号

8 ） 森 悟，森 奈緒美（2012）：歩数計法による一般女子大学生の日常身体活動量と活動パターンの関係，
ウォーキング研究，16 : 85-96

9 ） 森 悟，森 奈緒美（2013）：歩数計法を用いた老人保健施設入所高齢者の日常身体活動量と活動パター
ンの関係，ウォーキング研究，17 : 43-50

10） 星川　保，豊島進太郎，近藤鈔，出原鎌雄，松井秀治（1981）：Pedometer 歩数－心拍数関係からみた
小学校体育授業の検討，体育科学，10 : 77-84

11） 星川　保，森　悟，松井秀治（1994）：体育授業における教師の役割に関する研究，体育科学，22 : 42-
56

12） 森　悟，森 奈緒美（1992）：体育授業のペドメトリー，J. J. SPORTS SCIENCE, 11（2）: 117-123
13） 森 奈緒美，森 悟（2001）：大学体育授業におけるペドグラム法による運動量と運動強度の分析－バ

レーボールとバドミントンの場合－，名古屋外国語大学紀要，21 : 101-116
14） 森 奈緒美，森 悟（2000）：大学体育バドミントン授業における運動量と運動強度－ペドグラム法に

よる分析－，名古屋外国語大学紀要，20 : 197-211
15） 栗田憲昭（1980）：意欲曲線でよい授業への方法を探る，体育の科学，30（12）: 920-926
16） 前掲書 1），9 -10

Ⅶ．謝辞

測定調査にご協力いただきました対象者の方々と学校の方々に感謝申し上げます。以下の協力者（測
定調査時の名称）、愛知県東海市立明倫小学校校長　笠松憲司、研究主任 岡本 充、 3 年 1 組教諭 城戸
久美子、明倫小学校 3 年 1 組副担任教諭 佐藤 健、明倫小学校 3 年 1 組児童39名に感謝申し上げます。

付記
本稿は、日本体育学会第 67 回大会体育科教育学分科会において発表した内容に分析を加えまとめた

ものである。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


